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生 年 月　1983年 6月愛知県生まれ
最終学歴　2008年大阪大学大学院
　　　　　工学研究科建築工学科
業務経歴　 2008年㈱安井建築設計事

務所入社。現在、大阪事
務所設計部主任

●担当した主なプロジェクト
2009年　伊丹産業㈱　三田工場
2010年　奈良警察署整備工事
2012年　某戸建住宅新築工事
2013年　伊丹産業㈱　京都工場
　　　　 伊丹産業㈱　ボルボ・カー

神戸
2014年　大阪国際空港TB再整備

■青年技術者のことば

「使われることでつくられる建築」

建築は多くの関係者によりつくら

れるが、利用者に使われることで

真の完成を迎え、さらにその使わ

れ方により変化し、成長していく

べきものと考えている。その変化

をいかに許容できるかが建物の奥

深さにつながるのではないか。

2018年に先行オープンし、現在も

改修工事が進む大阪国際空港ター

ミナルビルは空港機能、ホテル、

商業施設等からなる複合施設であ

り、様々な利用者の意思・動きが

組み合わされてダイナミックな空

港の表情をつくりだしている。そ

の動きを重要な要素として積極的

に設計に取り込むことで、人々の

アクティビティに応じて変化し続

ける空港の表情を建築的に表現す

るよう意図して設計を行った。

しかし当然使われ方も一定ではな

い。想定外の使われ方や、インフ

ラや社会情勢の変化・用途変更な

ど。建築には、それらの想定でき

ない変化に対してもフレキシブル

に対応し、許容できる柔軟性が求

められる。そのためには、漠然と

した表現ではあるが、「空間のお

おらかさ」を丁寧にデザインする

ことが一つの鍵となるのではない

か、と考えている。

少々の想定外の使われ方など軽く

乗り越えてしまう懐の深さを備

え、利用者に愛され長く使い尽く

される「おおらかな建築」をつく

ることを目指して、日々研鑽に励

んで行きたい。
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